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運
河
と
海
運
業

廃
憾
義
紘
一
理
財
事
舎
に
於
て

高
等
商
業

的
凡
十
枚
数
授

堀
光
鶏
君
う~U~
fi IlJ~ 

波

海
運
は
経
済
情
態
の
畿
涙
す
る
に
従
っ
て
起
っ
た
所
の

印
ち
人
類
の
慾
以
の
要
求
に
基
い
℃
起
っ
た
所
の
事
業
で

わ
る
乙
I
乙
は
申
す
詮
で
も
な
い
、
訪
ら
縦
波
問
介
の
活
動
が

激
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ

F
海
運
の
必
要
、
が
廷
の
税
皮
を
増

す
乙
と
に
な
る
放
に
海
運
を
論
ぜ
ん
と
せ
ば
勢
ぴ
経
済
の

後
述
、
人
か
ん
の
進
化
は
如
何
な
る
桜
路
堂
版
ん
で
来
た
が

t
c
一式

λ
ζ
と
〉
相
割
問
山
し
℃
之
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
E

り
ま
す
。

市
す
ま
で
も
な
く
今
日
の
経
済
情
態
之
云
ふ
も
の
は
、

一
足
飛
に
出
来
た
の
で
は
な
い
の
で
最
初
氏
族
経
済
か
ら

後
述
し
て
、
都
府
総
務
、
同
氏
経
済
}
そ
れ
か
ら
今
日
の

世
界
経
済
I
C
云
ム
や
う
に
、
英
の
総
悶
が
旗
振
す
る
に
従

』

E

、

，

以
E
U

. 

. . 
73 

叫
的

キ， 
、，

つ
む
海
運
l

乙
一
式
ふ
も
の
が
必
要
と
な
っ
℃
起
っ
て
来
た
の

で
わ
る
、
民
族
経
済
の
時
代
に
於
C
は
、
ー
な
、
夜
人
民
が
幼

稚
で
あ
っ
℃
経
済
的
活
動
が
或
小
誌
な
地
域
代
限
ら
れ
℃

庇
っ
た
が
故
代
、
彼
の
紗
来
た
る
海
b
L
波
つ
℃
経
済
的
活

動
を
潟
す
海
運
の
必
要
は
な
か
っ
た
、
併
な
が
ら
英
綾
都

府
経
済
な
る
も
の
が
起
。
、
都
府
が
一
の
経
済
の
中
心
之

な
っ
て
、
都
府
t
乙
川
合
と
の
闘
係
が
起
る
、
然
る
後
代
又

総
務
の
絡
闘
が
尚
一
府
炭
く
な
っ
℃
樹
氏
終
済
が
起
b
一

同
民
主
一
政
位
l

乙
し
℃
其
問
に
於
て
総
務
的
活
動
ど
潟
す
に

至
っ
た
、
所
が
人
間
の
慾
録
一
に
は
間
以

b
が
な
い
か
ら
、
初

め
は
一
一
地
域
で
満
足
し
て
庇
っ
た
も
の
が
、
段
々
一
絞
淡
の

純
悶
が
披
張
び
れ
て
、
同
氏
総
務
、
が
印
ち
傾
城
総
務
で
は

満
足
し
な
い
、
向
ほ
一
向
精
滋
ん
で
同
氏
と
凶
氏
『
に
の
問
の

交
通
を
関
お
だ
い
、
自
分
の
慾
却
の
満
足
を
小
誌
な
傾
城

に
制
限
す
る
1
乙
一
お
ふ
の
は
不
便
で
わ
る
か
ら
股
界
各
凶
之

交
通
し
て
慾
望
の
十
分
な
る
満
足
を
符
ゃ
う
と
云
よ
考
へ

か
ら
世
界
経
携
の
後
述
が
出
来
た
の
で
わ
る
、
此
の
世
界

経
済
の
毅
迷
に
溺
し
℃
海
運
が
買
に
放
く
ぺ
か
ら
町
村
・
る
一

の
機
関
を
潟
す
に
至
っ
た
の
で
あ
ー
ま
す
、
誌

b
地
球
上

四
λ

一一
一



品主

i定

四
八
回
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に
於
て
一
品
口
々
の
慾
問
中
一
を
制
限
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
わ
と
陵
の
後
見
の
如

3
、
湿
弗
利
加
の
南
部
の
後
見
の
如
雪
、

一
氏
ふ
之
、
地
勢
で
あ
る
、
此
の
地
球
が
陸
の
み
で
出
来
て
或
は
濠
洲
、
南
洋
諸
島
の
後
見
の
如
吉
、
皆
な
人
の
曾
て

居
一
っ
た
1

乙
す
れ
ば
海
運
は
必
要
で
な
い
、
鋪
道
又
は
滋
路
知
、
b
な
か
っ
た
所
を
知
ウ
得
て
之
に
依
℃
純
情
的
活
動
の

が
わ
れ
ば
宜
い
の
で
あ
る
、
然
し
乍
ら
五
大
洲
は
皆
な
海
総
閣
を
増
じ
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
か
ら
又
地
理
上
の
改
良

を
以
て
陥
℃
ら
れ
て
足
る
か
ら
、
此
に
於
て
か
海
運
が
必

i
し
云
ム
乙
と
も
無
税
し
℃
は
い
か
ね
、
背
は
総
務
的
活
動

要
に
な
っ
て
来
た
、
海
迩
が
な
く
て
世
界
絞
隣
I

乙一式

λ
も
を
地
理
に
よ
っ
て
制
限

3
れ
℃
応
た
が
之
乞
取

b
除
け
様

の
は
な
く
叉
世
界
絞
演
が
な
く
し
て
海
運
は
な
い
、
此
の
之
一
五
、
ふ
の
で
英
計
設
の
重
な
る
も
の
は
妓
に
逃
べ
ゃ
う
と

一
一
つ
は
雨
々
相
竣
っ
て
紋
く
べ
や
b
w
d
る
も
の
で
、
又
相
一
お
よ
述
別
で
あ
る
、
運
河
は
地
理
的
制
限
ど
脱
す
る
上
に

殺
っ
て
殺
注
す
ぺ
う
も
の
で
あ
る
、
然
、
b
.ば
終
演
の
後
日
成
、
於
℃
)
潜
早
い
所
の
依
件
で
あ
る
、
仰
は
ち
大
陸
に
於
℃

随
℃
海
運
の
接
迷
は
如
何
な
る
原
悶
に
依
る
が
1
乙一五

λ
t
c

は
自
然
の
憾
に
℃
は
交
泌
が
岡
織
に
行
か
な
い
、
又
交
通

ゆ
す
ま
で
も
な
く
、
人
聞
が
孤
え
、
慾
虫
の
増
加
す
る
の
一
が
出
来
て
も
そ
れ
が
絞
務
上
引
合
は
な
い
場
合
に
於
℃
は

が
第
一
の
校
本
的
派
閥
で
あ
る
け
れ

rも
、
そ
れ
に
伶
ム
一
大
陸
を
体
よ
℃
行
か
ず
し
℃
、
共
の
一
番
一
短
い
所
の
地
峡

℃
起
っ
た
の
は
技
術
の
迩
歩
、
資
本
組
織
、
信
用
組
織
の
(
佐
川
州
制
つ
℃
、
海
と
泌
l

乙
を
握
手
せ
し
め
℃
、
共
同
の
般
の

後
述
、
そ
れ
か
ら
各
閥
制
度
の
強
化
的
ち
封
建
制
皮
を
脱
一
航
行
を
自
由
な
ら
し

U
れ
ば
1

此
の
経
済
的
活
動
を
闘
渦

し
℃
中
央
集
機
と
な
っ
た
事
柄
が
無
論
一
つ
の
派
閥
に
な
一
に

3
せ
る
乙
と
が
出
来
る
、
そ
れ
で
地
理
上
の
後
見
と
一
お

っ
て
居
る
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
極
く
必
要
な
も
の
で
あ
っ
戸
、
人
乙
・
と
は
今
日
に
殆

r無
く
な
っ
た
、
新
大
陸
の
接
見
及

て
又
其
他
の
議
大
な
る

wm凶
は
、
地
理
的
後
見
・
・
と
地
理
改
び
涼
洲
の
法
見
以
来
世
界
を
儲
か
す
様
な
大
後
日
刈
は
な
い

良
で
あ
る
、
地
理
的
沸
偏
見
I
乙
一
氏
、
ふ
の
は
世
界
で
今
ま
で
斜
地
理
番
上
北
極
及
び
南
極
に
は
備
は
白
い
腕
が
筏
つ
℃
M
m

ら
な
か
っ
た
所
を
知
b
符
た
I
乙
一
石
ム
乙
・
と
で
あ
る
、
新
大
る
け
れ
ど
も
、
是
れ
は
五
日
々
が
総
務
的
活
動
を
な
し
得
る
、

少、
!
0

・
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胞
で
は
な
い
、
之
佐
探
検
し
議
し
だ
か
ら
I
乙
一
去
っ
て
其
然
は
般
に
起
ら
ん

t
す
る
.
ハ
ナ
マ
運
河
等
で
あ
λ

り
ま
す
、
私

代
総
統
的
、
が
後
述
す
る
も
の
で
は
な
い
、
A
1
日
の
北
極
探
検
、
は
み
ん
活
経
済
の
援
述
、
海
運
の
後
述
の
原
凶
た
る
も
の
を

市
桜
採
検
は
刊
日
険
的
研
究
、
準
術
的
研
究
の
錦
め
に
行

λ

泉
げ
ま
し
た
が
、
之
等
を
愁
く
弦
に
論
ず
る
乙
と
は
出
来

の
で
、
赴
れ
に
依
つ
℃
一
の
宮
源
を
後
見
し
ゃ
う
l

乙一五

λ
-
ま
せ
ね
か
ら
、
海
運
殺
迷
の
一
一
応
凶
、
だ
る
い
述
測
に
付
て
腕

や
う
な
乙
『
乙
は
先
づ
な
い
1

乙
一
一
一
一
口
っ
て
笠
い
の
で
あ
る
、
制
…
、
か
越
べ
ゃ
う
之
考
へ
た
の
で
ゐ
ム
リ
オ
す
。

ほ
地
理
上
の
…
つ
の
後
見
は
、
希
望
桜
航
路
の
楼
見
で
わ
一
一
般
に
運
河
I
乙
ゆ
し
ま
す
よ
¥
内
側
の
漣
河
、
外
洋
的

る
、
所
、
か
此
の
航
路
の
後
見
之
一
支
乙
i
乙
も
今
日
は
殆
三
の
運
河
、
?
乙
に
別
つ
乙
と
が
出
家
ま
す
、
乍
然
一
絞
に
は
泌

無
く
な
っ
た
彼
の
ノ

Y
J
プ
シ
ス
キ
ヨ

Y
ド
が
ゆ
H

℃
北
氷
詳
一
運
氏
関
係
bv-
一
心
っ
て
居
る
運
河
な
論
ず
る
の
で
あ
ら
ま
す

を
横
一
ぎ
っ
て
日
本
ま
で
来
て
、
日
本
か
ら
金
牌
ケ
一
貰
っ
た
一
か
ら
、
内
岡
一
池
河
に
付
℃
は
論
ヒ
詑
せ
ね
而
し
て
術
迩
代

!乙一流
p
戸
市
中
、
が
わ
る
が
、
併
し
赴
れ
は
同
日
除
一
卒
業
ー
と
し
℃
は
一
関
係
し
だ
運
河
は
之
を
二
つ
に
別
つ
乙
之
が
出
来
る
，
一

成
功
し
た
け
れ

E
も
、
之
4

乞
以
て
世
券
、
交
通
の
路
l
仁
川
灼
す
一
つ
は

umι
一
仰
を
結
附
け
る
運
河
で
わ
る
、
例
へ
ば
ス
品
ズ

之一去、
rm
乙
と
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
の
で
あ
よ
り
ま
す
、
乍
…
述
、
河
の
如
く
地
中
海
I
f
」
紅
海
泣
い
い
州
附
け
る
の
で
ふ
る
)
成

然
今
日
交
泌
を
悦
利
な
ら
し
ひ
る
方
法
E
f
h

し
で
は
漣
河
な
一
は
賂
に
出
来
・
ん
と
す
る
バ
ナ
マ
運
河
の
太
西
洋
I
乙
太
一
小
洋

る
も
の
が
わ
る
、
北
〈
の
節
一
に
現
は
れ
た
の
は
ス
ヂ
ズ
辺
一
を
結
附
く
る
が
如
う
も
の
で
わ
る
、
叉
第
二
に
は
械
を
性

河
で
J

の
b
、
ま
し

τ、
此
の
ス
て
ス
運
河
が
い
か
に
依
界
の
…
へ
て
運
河
を
飾
一
へ
る
、
是
れ
は
従
来
は
鴻
で
わ
っ
た
が
、
今

交
通
を
後
述
せ
し
め
た
が
、
而
し
て
い
が
に
欧
、
洲
の
文
明
町
日
は
舶
が
大
b
d
く
な
っ
℃
船
舶
の
出
入
が
出
来
な
い
様
に

を
東
洋
に
持
っ
て
・
来
た
か
と
一
去
、
，
ウ
?
と
は
砿
が
乙
〉
け
れ
中
な
っ
た
が
ら
、
人
工
的
に
迩
測
を
綜
へ
て
泌
の
水
乞
隙
地

す
ま
で
も
な
い
の
で
あ
ら
ま
す
、
英
他
運
河
の
布
名
な
る
の
前
代
持
っ
て
、
来
℃
、
蕊
来
の
泌
の
地
位
を
犬
は
せ
な
い

も
の
は
獅
惑
の
カ
イ
ザ
Y
グ
イ

Y

へ
W
F

ム
キ
ヤ
女

Y
、
或
鴻
め
の
迩
河
で
あ
る
も
も
う
一
つ
は
従
来
泌
で
な
か
っ
た

ト'"・jD 
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，s
、
掛川
V

も
の
を
漣
河
を
関
懇
し
℃
海
港
1

乙
す
る
の
で
あ
る
、
先
づ

J

見
ら
れ
℃
居
っ
た
者
も
今
日
は
間
に
合
は
な
く
な
っ
℃
京
市

順
と
し
て
運
河
を
切
開
い
て
潜
で
な
い
所
を
泌
1
乙
し
、
マ
叉
た
、
併
な
が
ら
大
陸
的
治
i
f
r
し
℃
一
番
良
い
の
は
大
当
な

地
で
あ
っ
た
も
の
で
、
今
日
は
時
勢
に
遮
れ
だ
か
ら
従
来
川
川
の
上
沈
に
造
ら
れ
た
潜
で
わ
よ
り
ま
し
℃
}
共
例
を
翠
げ

の
地
位
ど
保
つ
潟
に
遣
っ
た
運
河
1
乙
一
五
ム
乙
と
に
二
一
一
目
し
-
れ
ば
・
東
洋
に
於
℃
は
上
海
の
如
言
、
欧
線
巴
に
於
℃
は
滞

や
ラ
と
m山
ぴ

詮

歩

。

一

小

山

見

出

す

の

で

わ

る

が

ペ

ハ

ン

プ

グ

グ

と

か

、

プ

V
1
メ

一
従
来
は
滋
で
わ
っ
℃
、
今
日
は
般
仙
測
が
非
常
に
大
き
く
ン
と
か
、
英
国
に
於
て
は
倫
敦
、
理
米
利
加
に
於
て
は
ニ

な
っ
た
免
に
滋
で
な
く
な
っ
た
も
の
は
深
山
わ
る
、
又
共
ユ
!
ォ
Y

レ
ア
ン
ス
の
如
舎
も
の
で
あ
'
り
ま
す
が
、
大
吉

の
一
裕
の
地
位
を
維
持
す
る
鴻
に
運
河
佐
野
へ
℃
mm
る
も
の
な
川
で
流
れ
が
緩
没
で
あ
る

ι内
地
Iι
聯
絡
す
る
に
都
合

も
涼
山
わ
る
の
で
わ

b
詮
す
、
例
へ
ば
取
引
彼
得
鎮
の
如
き
が
好
い
、
又
共
の
内
凶
わ
ら
一
訴
人
も
水
一
連
の
使
に
依
℃
貨

は
グ
ロ
ン
ス
タ
ヅ
ト
か
hVJ
一
述
、
河
な
揃
っ
て
欧
経
む
泌
ぴ
の
物
を
内
地
却
は
ち
泊
技
者
の
庇
る
所
へ
引

3
つ
け
る
に
は

加
を
入
れ
る
乙
之
氏
な
〈
ソ
℃
居
る
、
英
の
他
樹
海
の
キ
!
成
る
ぺ
く
内
地
の
方
に
泌
を
紘
一
へ
た
方
が
宜
い
、
ぞ
れ
が

ぺ
.
ス
司
プ
ッ
チ

1
ン
、
ア
ム
ぞ
y
y
ダ
ム
、
ロ
ツ
ア

Y
グ

ム

、

ら

又

外

洋

bz航
海
す
る
般
か
ら
山
中
し
ま
す
と
、
百
キ
ロ
メ

戒
は
中
世
紀
時
代
に
有
名
な
プ
一
フ
ツ
セ
〆
ス
の
如
吉
、

1
タ
ー
や
二
百
キ
ロ
メ
ー
タ
ー
陸
地
内
代
初
つ
℃
も
般
の

是
等
は
中
佐
紀
及
び
前
世
紀
に
於
ち
ま
し
℃
は
有
力
な
る
設
用
が
増
加
す
る
も
の
で
な
い
、
之
に
反
し
℃
芯
う
云
ふ

泌
で
わ
っ
た
の
で
わ
り
ま
す
、
併
な
が
ら
今
か
ら
百
年
前
川
が
無
く
餓
滋
の
使
に
依
℃
貨
物
営
穏
な
，
る
と
、
餓
滋
一
連

の
h

一
一
船
舶
の
吃
水
は
僅
比
十
wm
足
ら
ず
で
あ
っ
た
の
が
、
今
貨
と
一
お
ふ
も
の
は
動
も
す
る
と
非
常
に
商
慣
で
、
或
は
長

引
し
は
三
十
五
六
択
、
大
お
い
舶
は
四
十
mm
ぐ
ら
む
の
吃
水
い
間
の
航
海
に
匹
敵
す
る
位
な
運
賃
を
取
ら
れ
る
、
故
に

を
持
つ
や
う
に
な
っ
て
来
た
の
で
天
然
の
川
で
は
ど
う
し
成
る
べ
く
外
洋
航
海
の
汽
加
佐
陵
地
内
に
引
入
れ
て
来
る

て
も
入
れ
る
乏
が
出
来
的
桝
，
そ
れ
が
錦
に
以
前
は
、
良
港
と
・
と
一
式
ム
乙
之
が
経
済
上
必
要
な
や

b
方
で
あ
る
、
球
h

仏
大

‘一“1'1' 
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陸
で
あ
れ
ば
生
産
消
費
の
中
心
ね
に
泌
を
綜
へ
る
之
云
ふ
℃
居
る
、
般
が
大
為
ど
く
な
れ
ば
な
る
ほ

E
倫
款
に
於
J

し
は

と
止
が
迎
想
で
あ
る
か
ら
成
る
可
く
陵
地
内
に
入
つ
℃
居
d
y
!
ム
ス
河
の
一
下
流
に
泌
が
移
A
Y
つ
〉
わ
る
の
で
あ
る
、

る
泌
が
良
い
の
で
あ
る
)
所
が
ロ
ラ
云
よ
川
は
土
砂
を
流
或
は
又
川
の
慌
が
ら
海
の
方
に
運
河
を
抑
制
っ
て
、
ル
す
か
ら

す
も
の
で
あ
る
か
ら
始
終
波
探
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
の
泌
の
地
位
を
失
は
ね
や
う
に
し
℃
時
的
る
の
で
わ
る
。

尖
の
費
用
、
が

E

而
い
の
で
今
日
各
闘
は
川
の
波
探
に
弱
つ
℃
一
第
二
の
一
克
I
ζ

泌
で
な
い
所
を
泌
に
す
る
例
は
英
闘
で
布

居
る
の
で
あ
る
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
し
℃
川
が
埋
つ
℃
大
一
名
な
?
ン
チ
ょ
ス
タ
!
の
運
河
で
あ
る
、
マ
シ
チ
ぷ
ス
タ

1

3
な
舶
は
入
れ
な
い
、

rち
し
℃
も
人
工
を
以
て
支
へ
る
一
は
御
承
知
の
渇

b
英
凶
の
工
業
の
中
心
で
あ
る
、
織
物
、

乙
之
、
が
出
来
ね
t
乙
一
五
ふ
の
で
、
大
b
d
な
般
に
濁
し
て
は
分
一
一
紡
給
、
等
の
中
心
に
な
っ
て
居
る
、
故
に
マ
ン
ナ
ぷ
ス
タ
!

治
を
協
へ
つ
℃
置
く
所
が
あ
る
、
例
へ
ば
川
ン
プ

Y
ク
が
一
へ
年
々
外
問
問
、
れ
ら
吸
牧
す
る
綿
1
乙
か
、
叉
製
作
し
て
出
す

ア

Y

ト
ナ
を
持
っ
て
居
る
如
吉
、
プ
レ

1
メ
ン
、
が
プ
レ
メ
一
紡
総
統
、
織
物
の
如
主
は
資

K
E一
徹
に
述
す
る
の
で
あ
る
、

y
A
!
っノェ

y
b
ι
持
っ
て
応
る
如

3
又
倫
敦
な
い
と
は
川
の
一
英
の
大

3
な
物
産

k
扱
牧
し
、
又
吐
出
し
て
同
地
る
γ

シ
チ
ふ

下
沈
に
ド
ッ
ク
む
広
務
へ
て
隠
る
i

昔
は
一
y
l
ム
ス
川
に
沿
…
ス
タ
!
は
、
今
日
怯
界
の
競
争
、
が
盆
々
激
烈
に
な
っ
℃
・
家

主
一
て
居
る
倫
敦
は
帆
松
林
立
た
る
繁
華
の
潜
で
あ
っ
て
、
た
か
ら
、
生
産
費
を
減

b
、
成
る
べ
く
交
い
迷
貨
を
以
℃

而
…
も
英
泌
の
一
替
の
般
若
h.t
は
倫
敦
プ
ヌ
ツ
ヂ
の
側
で
わ
世
界
の
各
方
而
竿
阿
っ
て
販
路
を
披
股
し
ゃ
う
之
考
へ
る

る
、
所
が
今
日
は
浅
く
且
つ
狭
く
℃
大
き
な
般
は
若
く
乙
の
は
常
然
の
結
仰
木
で
ゐ
る
が
、
従
来
γ
y
チ
ェ
ス
タ
!
の

之
が
出
来
な
い
、
今
日
に
於
℃
も
背
の
ド
ッ
ク
や
倉
庫
は
関
門
は
バ
リ
プ
l
y
で
わ
る
、
口
ノ
バ
プ
l
y
の
鍛
滋
と
従

雄
一
っ
て
腐
る
け
れ

E
も
大
b
d
な
舶
の
出
入
は
見
る
乙
之
が
来
存
定
す
る
小

3
な
い
池
河
之
の
一
一
つ
を
以
℃
貨
物
を
一
連
総
ょ

由
来
一
な
い
、
従
つ
℃
大
き
な
舶
を
着
け
る
に
は
下
流
に
コ
し
て
居
っ
た
が
、
そ
れ
は
中
々
設
用
が
高
く
か
ご
の
、
妹

シ
マ

1
V
ア
Y

ド
ッ
ク
、
1
乙
一
流
ふ
や
う
な
ド
ッ
ク
、
が
出
来
に
運
判
I
乙
鎖
滋
が
互
に
合
同
し
て
高
い
運
賃
を
婆
求
ず
る

側
八
七
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と
一
五
ふ
有
機
に
な
っ
て
居
っ
た
、
デ
わ
る
か
ら
し
℃
マ
シ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
は
妹
代
人
口
刺
殺
な
所
で
わ
る
か
ら
食
料

チ
ェ
ス
タ
ー
の
有
志
家
は
、
w
と
う
し
℃
も
是
れ
で
は
い
か
日
聞
を
渓
洲
或
は
盟
永
利
加
等
か
ら
浮
山
代
持
っ
て
ホ
ゆ
る
の
、

料
、
怯
界
の
競
守
場
理
に
立
つ
に
は
マ
ジ
チ
ェ
ス
タ
!
の
艇
で
あ
ち
ま
す
、
ロ
う
云
ふ
山
世
間
絞
っ
た
品
物
を
持
つ
℃
来
て
、

法
的
組
織
を
底

3
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
ぞ
れ
を
す
る
に
は
タ
バ
プ
1
Y
へ
揚
け
〈
鍛
滋
で
運
ん
だ
日
比
は
非
常
に
商

運
河
で
あ
る
t
乙
云

λ
乙
と
を
考
へ
出
し
℃
、
誌
に
今
日
は
い
も

ω
に
な
る
、
認
の
高
い
物
を
食
っ
て
仕
事
を
す
る
と

タ
バ
プ
1
Y
か
ら
マ
シ
チ
ェ
ス
タ
ー
に
注
す
る
運
河
が
出
従
っ
て
労
銀
が
高
く
な
る
l

乙
一
五
ふ
乙
と
は
守

λ
乙
I

乙
は
出

来
て
居
る
の
で
あ
t

り
ま
す
、
之
代
依
℃
紡
縦
及
び
織
物
の
来
な
い
、
放
に
運
河
を
開
い
て
、
強
米
利
加
わ
ら
庶
按
に

原
料
品
を
安
〈
持
つ
℃
来
℃
、
支
く
惑
っ
て
販
路
を
披
張
マ
ジ
チ
ェ
ス
タ
ー
ま
で
積
ん
で
来
れ
ば
食
料
品
一
炉
支
く
な

し
ゃ
う
と
一
お
ふ
乙
‘
と
に
な
あ
‘
恐
れ
は
問
中
ム
リ
生
庫
品
に
闘
っ
て
交
い
労
銀
で
製
造
す
る
乙
と
が
出
来
る
、
此
の
如
く

し
℃
の
み
な
ら
ず
、
以
労
働
者
の
賃
銀
を
安
く
す
る
貼
h
u
h

於
一
食
料
品
が
安
く
、
労
銀
、
が
安
く
な
れ
ば
製
品
が
焚
く
な
る

℃
漣
河
が
必
要
で
わ
る
と
ふ
一
一
υ
っ
て
居
る
、
そ
れ
は
英
闘
は
ナ
や
り
し
て
、
外
闘
に
向
つ
℃
マ
Y
チ
ェ
ス
タ
!
の
繁
松
本
を

八
材
料
℃
は
農
業
凶
で
わ
っ
た
け
れ
げ
と
も
今
は
浅
う
で
な
い
、
一
維
持
し
?
備
は
防
府
系
議
々
繁
栄
代
越
か
せ
る
事
が
出
来
合

工
業
.
が
立
闘
の
悲
を
成
し
℃
居
る
の
で
、
英
凶
へ
行
っ
て
~
す
、
所
が
マ
シ
チ
ェ
ス
タ
ー
が
漁
期
し
な
か
っ
た
所
の
陪

見
る
之
州
を
耕
す
乙
と
は
殆

E
等
閑
に
付
せ
ら
れ
て
居
る
一
容
は
リ
ノ
バ
プ
1
Y
の
反
射
で
あ
る
、
リ
ノ
パ
プ

l
y
は
古
い

多
〈
の
土
地
は
、
牧
送
事
業
は
可
な
λ
y
や
っ
て
居
る
が
英
一
泌
で
あ
っ
℃
自
ら
マ
!
ケ
ワ
ト
の
中
心
に
な
っ
て
印
刷
る
、

他
は
賞
般
の
人
述
の
狩
を
し
℃
瀞
一
次
場
所
に
な
っ
℃
居
る
で
あ
る
か
ら
綿
や
砂
糖
の
取
引
は
符
な
η
ノ
バ
プ
!
Y
で
し

の
で
あ
っ
て
日
本
の
や
う
な
田
畑
は
児
る
と
之
は
出
来
な
℃
居
の
で
資
本
家
が
津
山
集
つ
℃
印
刷
る
、
そ
乙
で
リ
ノ
バ
プ

い、

3
2
X
P
A有
様
で
あ
る
が
ら
刺
殺
な
人
口
営
養
ふ
農

l
y
に
制
到
す
を
焚
郷
心
と
し
て
、
マ
ジ
チ
之
ス
タ
!
運
河

産
物
、
食
料
品
は
外
闘
が
ら
仰
が
な
く
ち
ゃ
な
ら
料
、
マ
が
出
来
れ
ば
η
ノ
バ
プ
1
Y
は
商
業
上
の
位
地
を
失
ふ
だ
ら

、. 
長、

う
と
一
本
ふ
の
で
、
急
に
泌
を
改
良
す
る
、
ド
ヅ
ク
稔
を
安
れ
か
ら
又
鋭
遂
に
依
℃
東
京
へ
持
つ
〈
来
る
物
は
幾
ら
わ

く
す
る
、
蛾
滋
合
枇
I
乙
給
托
し
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
へ
行
る
が
、
又
横
波
h
T
b
東
京
、
ま
で
貯
べ
運
ん
で
水
ゆ
だ
な
ら
ば
、

く
運
賃
は
引
い
て
や
る
と
一
式
ふ
や
う
に
勉
強
し
て
純
々
な
太
洋
航
海
般
が
直
接
に
東
京
へ
来
た
の
と
ど
れ
だ
げ
の
遮

る
妨
害
を
試
み
た
の
で
あ
り
ま
す
、
是
れ
が
潟
に
マ
ン
チ
ェ
J

ぴ
が
ゐ
る
か
、
又
燃
で
運
州
慨
し
た
場
A
W
に
於
℃
貨
物
の
損

ス
タ
ー
キ
ア
ナ
Y
は
念
に
成
功
せ
ず
、
今
日
比
於
て
も
一
容
は
如
何
で
あ
る
と
一
お
ふ
や
う
な
乙
F

乙
も
考
へ
な
げ
れ
ば

牧
支
殆
と
償
は
な
い
と
一
千

2
と
で
わ
る
、
一
併
な
が
ら
今
一
な
ら
ぬ
、
そ
れ
は
鮮
と
、
運
河
を
聞
い
て
さ
伴
航
海
脱
が
京

御
話
し
た
如
〈
、
マ
ン
チ
よ
ス
ク
!
の
運
河
が
如
何
な
る
一
京
の
出
却
に
横
清
に
な
っ
た
州
場
合
と
比
一
般
し
た
な
ら
ば
分
る

縦
横
上
の
利
盆
を
有
っ
て
成
る
か
1

乙
云
ム
乙
と
を
考
へ
た
一
の
で
わ
り
ま
す

B

そ
れ
は
ま
だ
考
へ
中
で
計
算
も
何
も
占
の

な
ら
ば
、
此
の
運
河
は
賂
泉
銭
々

Y

Y

チ
ェ
ス
タ
ー
に
と
っ
一
ら
ま
せ
ぬ
か
ら
巾
し
ま
せ
向
。
か
、
若
し
秘
泌
が
リ
ノ
バ
プ
!

℃
大
な
る
利
盆
を
郊
す
代
議
以
な
い
の
で
あ
・
り
ま
す
、
故
一

y
の
如
く
古
い
港
で
、
般
演
に
は
横
波
的
・
の
災
郷
心
'
と
一
訴

に
之
に
附
随
し
℃
考
ム
ペ
ヨ
乙
と
は
、
例
へ
ば
東
京
尚
一
が
…
ム
も
の
が
わ
っ
た
な
ら
ば
東
京
の
築
泌
氏
は
大
な
る
反
扮

浅
い
よ
式
ふ
所
、
が
ら
、
戒
は
週
土
彼
符
怨
ヘ
ク
ロ
ン
ス
タ
ッ
て
ピ
見
る
で
あ

b
弐
せ
う
、
先
以
て
ロ
ラ
一
万
〉
で
し
と
は
な
い

ト
が
ら
運
河
で
帥
仰
を
呼
つ
け
る
や
う
に
、
東
京
、
時
乞
改
築
一
で
わ
ι
リ
・
ま
せ
う
が
、
要
す
る
に
東
京
の
築
裕
之
云
ふ
ゃ
う

し
℃
迷
河
を
設
け
て
、
太
洋
航
海
加
を
東
京
へ
清
け
る
ー
ニ
な
乙
E

と
は
、
金
が
有
る
か
否
や
と
一
お
ふ
金
の
間
制
1
乙
な
る

一
区
ム
乙
I

乙
は
、
絞
済
上
非
常
に
有
盆
で
あ
る
に
港
び
な
い
、
了
/
」
之
で
あ
る
と
mu
は
れ
る
、
共
他
従
来
泌
で
な
い
所
を
港

東
京
の
人
は
ぞ
れ
の
銭
代
犬
猿
利
盆
を
蒙
る

ι一
%
ム
乙
と
に
し
ゃ
う
と
一
式
ム
計
書
は
深
山
に
ゐ
る
の
で
わ
台
、
ま
す
、

は
争
ム
乙
と
が
出
来
ま
せ
ね
が
、
併
し
作
品
〈
の
大
工
山
で
授
と
、
デ
是
れ
は
築
泌
が
出
来
る
や
否
や
1

乙
云
ふ
乙
之
は
、
今
日

乙
れ
わ
ら
工
事
費
を
償
λ
だ
け
の
理
由
が
存
在
す
る
が
、
は
ま
だ
五
虫
霧
中
に
あ
ら
ま
す
が
、
例
へ
ば
巴
虫
、
緑
川
州
、
一

東
一
一
尽
に
そ
れ
を
支
ふ
ふ
だ
け
の
理
由
が
存
在
す
る
か
、
そ
伯
林
、
ゴ
ロ
シ

I

乙
云
ふ
や
う
な
所
に
運
河
を
掘
っ
て
太
洋

'79 
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航
海
'
滅
危
若
け
ゃ
う
と
ー
一
式

λ
計
査
が
無
い
で
も
な
い
、
併
制
御
泌
帝
国
h
h
F
乙
つ
℃
は
重
要
な
β
運
河
で
わ
る
、
終
決
上

な
が
ら
今
日
は
ま
だ
絡
に
就
い
℃
居

b
ま
せ
ね
か
ら
越
べ
よ
λ

ツ
は
銃
一
ー
ろ
軍
事
上
必
要
な
る
泌
測
で
わ

b
設
す
、
波
線

的
指
よ
」
北
海
i'L
ど
聯
絡
コ
せ
る
之
一
氏
ム
乙
-
と
は
制
御
滋
の
同

防
上
必
要
紋
ぐ
ぺ
か
、
b
w
d
る
ζ

と
で
あ
る
か
ら
し
て
、
制
御

議
帝
刷
閉
経
展
の
潟
に
継
続
す
る
と
ー
と
に
な
っ
た
の
で
わ

b

ま
す
、
併
な
が
、
b
商
業
上
に
於
て
も
決
し
て
有
盆
で
な
い

1'」
一
お
よ
之
は
出
来
ね
の
で
あ

b
ま
す
、
是
れ
が
出
来
た
の

は
千
八
百
九
十
五
年
で
長
沼
は
凶
十
一
町
一
ほ

E
わ
・
り
ま
し

で
此
践
は
波
続
的
と
北
海
と
の
湖
の
尚
子
が
議
び
ま
す
か

ら
堰
式
の
議
河
に
な
っ
て
居
夕
、
ま
す
そ
れ

γ
恐
れ
は
北
海

の
泌
が
ら
波
織
的
誕
の
滅
、
代
行
く
に
丁
抹
の
鼻
先
を
凶
は

る
に
較
べ
る
』
乙
三
百
川
町

J

乃
去
四
百
町
一
ヤ
ら
む
…
奴
紛
す
る
乙

ー
し
が
出
来
る
、
汽
般
の
航
海
に
於
℃
二
日
利
金
す
る
乙
と

が
出
来
る

h

時
に
依
℃
は
診
が
深
い
V
A
劫
に
一
日
々
ら
ゐ
磁

αる
乙
と
も
あ
λ

り
ま
す
か
ら
そ
れ
だ
け
の
利
鎗
を
見
な
い

場
合
も
あ
ら
・
ま
す
が
、
要
す
る
に
是
れ
だ
け
の
距
蹴
な
一
飢

餓
し
得
℃
居
よ
り
ま
す
か
ら
絞
隣
上
大
な
る
利
袋
を
有
っ
て

印
刷
る
乙
と
に
な
λ
ッ
設
す
、
斯
の
如
b
d
利
金
が
あ
っ
て
も
、
ま

だ
枚
入
が
支
出
よ

5
非
常
に
超
泌
す
る
I
C
云
よ
や
う
な
有

、

目存

決

80' 

削一町

，'; i 

ま
せ
ぬ
c

次
に
述
べ
た
い
I
乙
川

ω
ふ
の
は
海

ι泌
を
結
附
け
る
運
河

の
と
1
乙
で
わ

h
ま
す
、
先
づ
小
山
、
。
い
の
か
ら
巾
し
ま
ず
1
」

希
一
般
の
コ
タ
ン
ス
の
運
河
で
あ
る
、
是
れ
は
千
八
百
九
十

一
一
一
年
代
出
来
上
つ
だ
の
で
あ
お

J

ま
し
て
で
1

3
の
今
ア
ナ

• 1
 一、、也、、-

，' 
• 

y

}
」
ゴ
リ
ノ
ン
ス
の
キ
ア
ナ

Y
を
結
附
け
て
線
開
の
長
誌
が

間
別
で
あ
る
、
併
な
が
ら
此
の
運
河
は
、
世
界
の
海
運
の

効
に
ば
大
関
係
を
有
っ
て
居
ら
な
い
、
誌
L

リ
ア
ド
η
ノ
ア
チ
ッ

ク
海
と
熱
海
方
両
氏
到
す
る
交
通
で
、
慌
に
二
十
時
聞
を

短
縮
す
る
に
過
ぎ
な
い
、
又
そ
れ
を
利
用
し
て
居
る
の
は

希
臓
の
俄
だ
け
で
わ
る
、
ぷ
う
し
℃
此
の
い
連

W
は
湖
の
満

子
の
高
低
が
あ
っ
て
流
れ
が
念
で
わ
λ

リ
ま
す
殺
に
之
佐
通

過
す
る
に
困
難
で
あ
る
と
一
お
ふ
紋
紡
を
有
っ
て
居
る
、
そ

れ
が
ら
も
う
一
つ
は
獅
滋
の
軍
港
の
、
波
経
的
保
の
キ

l

y
か
ら
、
北
恥
に
於
μ
り
る
品

y
干
へ
河
に
沿
、
r
A

℃
、
ェ

Y
J、

測
の
下
流
に
抜
け
て
肘
る
迩
河
で
ゐ
る
、
是
れ
は
了
抹
の

宇
烏
の
首
た
ま
の
所
を
切
っ
て
居
る
迩
・
何
で
あ
λ
y
ま
し
℃

，! 

、'
 

&

?

 

様
に
は
な
っ
て
居
ら
ね
、
英
次
は
諸
君
の
御
承
知
の
ス
エ

ズ
一
連
・
何
で
あ
λ

ソ
ま
す
、
是
れ
は
ス
品
。
ス
之
ポ
!
ト
サ
イ
ド

の
入
十
八
一
跡
取
一
の
距
離
を
有
つ
℃
居
る
の
で
、
間
つ
の
湖

水
が
連
結
び
れ
て
応
る
1

共
の
湖
水
は
皆
な
で
二
十
七
一
昨

虫
ほ

E
わ
る
、
ヨ
う
じ
て
千
八
百
五
十
九
年
に
起
工
し
℃

千
入
百
六
十
九
年
に
出
来
上
っ
た
の
で
わ

b
ま
す
、
此
の

渡
河
の
出
来
た
結
果
東
軍
の
交
通
に
於
℃
航
路
の
短
縮
し

た
乙
と
は
非
常
に
悲
し
告
も
の
が
あ
る
、
例
を
引
い
℃
御

諮
い
た
し
ま
す
fc.
倫
敦
か
ら
ポ
シ

ψ

へ
ー
ま
で
の
距
離
は

喜
沼
崎
を
迂
回
す
る
場
合
よ
れ
ノ
問
削
三
分
宇
短
縮
び
れ
て

居
る
、
そ
れ
か
ら
コ
ロ
シ
ポ
1
乙
倫
放
の
問
は
三
割
八
分
、

香
港
で
ゐ
れ
ば
二
割
八
分
、
横
波
立
で
〉
は
二
割
問
分
、

滞
臨
斯
徳
は
二
制
四
分
竿
t
乙
云
ム
や
う
に
市
封
印
式
峰
を
迂
問

す
る
よ

b
一
短
縮
ヨ
れ
℃
居
る
、
夫
れ
放
に
喜
朗
話
峰
を
同
は

る
に
比
べ
・
ま
す
る
と
‘
二
十
乃
至
四
十
日
の
航
海
時
日
を

短
縮
す
る
乙
と
が
出
来
る
の
で
わ

b
立
す
、
デ
わ
る
か
ら

石
炭
の
使
用
高
を
計
鋒
い
た
し
ま
し
℃
も
、
今
日
の
汽
般

の
一
…
峨
に
付
℃
一
日
の
石
炭
の
消
費
高
は
十
三
銭
に
な
っ

て
居
る
、
若
し
六
千
噸
の
船
I
乙
す
る
T
C
石
炭
の
み
で
一
日

i

i

ー

き

"

"

n

u

ぇ81)

四
九
O

旨ーダ
わ
る
か
ら
二
十
け
に
之
を

に
七
百
八
十
闘
を
要
す
る
、

来
ヒ
て
見
る
1

乙
一
応
五
千
六
百
閥
、
凶
十
日
に
一
一
一
部
千
二

百
閥
、
是
れ
だ
け
の
費
用
が
λ

て
ス
渡
河
が
出
来
た
銭
に

山
省
略
し
得
る
、
そ
れ
に
石
炭
以
外
の
設
用
主
加
へ
る
と
非

常
に
浮
山
の
費
用
乞
節
減
じ
得
る
と
と
に
な
っ
/
し
居
る
、

今
日
ス
品
ズ
運
河
の
通
過
料
は
一
…
噸
に
付
て
入
法
五
十
で

あ
沿
、
併
な
が
ら
其
の
高
い
通
過
，
を
榔
つ
℃
も
今
巾
じ
た

経
費
よ

b
は
僚
は
刊
と
交
く
な
る
、
ダ
わ
る
や
b
今
日
欧

m

の
問
乞
議
行
じ
て
居
る
汽
般
は
殆
ど
皆
な
ス
広
ズ
の
運
河

を
通
過
す
る
乙
之
に
な
っ
て
居
る
、
唯
欧
線
巴
か
ら
添
洲

へ
行
く
に
は
喜
単
一
時
乞
向
つ
℃
も
一
千

m位
し
か
長
く
な

い
か
‘
勺
時
日
を
争
は
ぬ
貨
物
般
の
如
き
は
矢
絞
ら
其
方
を

巡
っ
て
印
刷
る
、
取
ス
品
ズ
運
河
の
級
料
開
は
帆
前
織
は
尚
一
泊

す
る
乙
之
、
が
出
来
-m
制
、
レ
ッ
ド
ジ
!
に
風
が
な
い
か
ら
泌

過
す
る
乙
と
が
出
来
ぬ
よ
・
二
五

λ
ζ
と
で
ゐ
上
り
ま
す
、
此
の

運
河
に
付
て
二
一
一
口
市
し
℃
泣
ち
た
い
の
は
某
の
憾
史
で
わ

っ
て
、
此
の
運
河
は
有
名
な
レ
セ
ッ
プ
氏
が
治
っ
た
の
で

わ

b
ま
す
、
今
レ
セ
ヅ
プ
氏
の
銅
像
は
ポ
!
ト
サ
イ
ド
に

Y
カ
ム
の
態
度
を
以
℃
此
立
し
て
活
ム
ソ
ま
す
が
1

此

ク

四
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演
μ

の
一
レ
セ
ヅ
プ
氏
は
投
隔
で
は
な
い
、
千
八
~
百
五
十
九
年
の
，
っ
て
、
一
方
に
は
英
闘
の
反
劉
が
あ
る
し
、
の
み
な
ら
、
ず

頃
に
総
領
事
と
し
℃
ア

ν
キ
サ
ン
ド

y
ャ
ー
に
居
つ
℃
、
此
土
耳
英
を
峻
か
し
℃
V

セ
ヅ
プ
の
事
業
を
妨
害
す
る
、
…

』
の
漣
測
を
諮
っ
た
な
ら
ば
世
界
の
交
通
上
便
利
で
あ
ら
う
方
に
は
工
事
上
非
常
に
困
難
を
極
め
℃
、
沙
淡
で
あ
る
か

と
云
ぶ
の
で
此
彪
を
間
態
し
ゃ
う
と
云
ム
考
を
起
じ
た
、
-
ら
水
が
無
い
?
其
裁
に
一
日
に
千
六
百
磁
の
邸
脱
営
使
用

常
時
は
そ
れ
に
謝
し
て
柿
々
の
攻
撃
も
あ
っ
た
ー
の
み
、
な
?
し
て
や
っ
た
之
一
五
ぷ
や
う
な
乙
之
で
非
常
に
悶
織
を
し
た

ら
ず
ぬ
の
波
何
事
業
化
潤
し
て
極
カ
反
潤
し
た
の
は
兆
一
同
一
一
叉
英
闘
が
枇
労
働
者
の
賃
銀
を
騰
貴
せ
し
め
る
、
又
工
事
ば

で
あ
る
、
英
闘
は
喜
単
一
峰
の
航
路
が
出
来
、
た
潟
代
、
地
中
一
一
使
用
す
る
機
械

t
し
℃
も
換
太
利
に
仰
ャ
i
」
公
ぶ
ゃ
う

お
に
磁
し
て
居
る
腕
の
伊
木
利
そ
の
他
の
商
業
織
を
奪
つ
…
に
し
℃
ゃ
っ
た
の
で
苦
半
惨
慌
た
る
も
の
で
あ
A
Y
ま
し
た

℃
1

倫
敦
が
世
界
の
商
業
の
中
心
に
な
っ
℃
優
秀
の
州
位
一
か
ら
V

セ
ツ
メ
は
奨
闘
の
妨
害
が
不
平
で
地
ら
な
か
っ

に
立
つ
℃
居
る

h

所
が
若
し
ス
土
ズ
運
河
が
出
来
た
な
ら
…
一
た
?
併
一
な
が
ら
遂
に
成
功
七
℃
千
八
百
六
十
九
年
比
各
岡
一

ば
地
理
上
英
樹
は
不
利
盆
の
地
位
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
一
一
の
し
王
が
立
命
つ
℃
非
常
に
ゆ
鍵

λ
な
る
開
通
式
を
悲
げ
た
、

ぬ
い
か
ら
英
凶
・
の
商
業
上
の
地
伎
は
危
く
な
る
、
の
み
な
ら
…
所
が
英
後
λ

品
ズ
運
・
河
は
財
政
難
比
陥

b
ま
し
℃
、
ゆ
め
に

J

白
皮
に
到
す
る
統
幣
艇
が
危
く
な
る
で
わ
ら
う
Iι
一
千
三
'
千
八
百
七
十
五
年
比
琵

b
‘
ま
し
て
波
及
は
其
の
持
株
の
鈎

考
へ
わ
ら
極
力
反
濁
し
た
の
ぞ
あ

b
ま
す
、
レ
セ
ッ
プ
が
…
，
に
倒
産
し
ゃ
う

ιじ
た
ぺ
時
恰
も
λ

品
ズ
運
河
の
数
巣
が

最
初
働
関
西
に
於
℃
資
本
の
募
集
に
取
か
〉
っ
た
時
分
に
一
世
の
中
に
認
識
せ
ら
れ
℃
、
此
の
航
路
は
東
亜
の
交
通
に

も
英
闘
は
一
文
た
タ
}
乙
も
募
集
に
は
臆
b
な
い
、
放
に
資
引
於
て
必
要
紋
く
べ
か
ら
ぴ
る
も
の
で
あ
る
、

λ

品
ズ
濯
、
河

本
は
仰
劇
部
が
字
分
負
搬
し
、
凶
分
の
一
は
他
の
欧
脱
脚
色
し
の
死
話
機
心
配
布
℃
ば
栄
え
1

有
た
な
け
れ
ば
む
ぴ
る
之
一
五

諮
閥
抗
引
受
け
、
残
ι
リ
は
波
及
の
玉
、
が
引
受
け
る
之
と
ぷ
ふ
と
と
が
明
か
に
な
っ
た
の
で
英
闘
は
験
っ
て
居
ら
な
い

な
っ
た
の
で
あ
る
、
.
所
が
此
の
工
事
が
非
常
収
凶
鄭
で
ゐ
波
及
の
財
政
困
難
で
あ
る
乙
I
乙
に
つ
け
込
ん
で
、
訟
に
千

聞
大J

h

，
 

l

，
 

ap -
e
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目

.、

八
百
七
十
二
年
比
波
及
の
持
株
七
十
誌
六
千
六
百
三
十
二
じ
た
結
果
〕
誇
h
が
z乙
海
と
を
一
絡
に
す
る
運
純
一
と
し
℃

株
を
一
一
億
五
百
六
十
八
訟
で
買
ふ
℃
鼓
に
ス
4
3

ズ
漣
河
の
や
る
に
は

E
う
し
・
1
も
パ
ナ
マ
に
限
る
と
一
五
ふ
乙
?
乙
に
決

賀
穂
は
英
闘
に
移
っ
た
の
で
あ

b
ま
す
、
英
閣
は
偽
蘭
西
定
ロ
れ
た
の
で
あ

b
ま
す
、
そ
乙
で
千
八
百
八
十
一
年
に

が
汗
水
洗
し
て
遣
っ
た
所
の
ス
品
。
ス
運
河
人
を
ク
マ
〉

kl'」
至

b
ま
し
℃
レ
セ
、
ツ
プ
氏
の
指
導
の
下
に
パ
ナ
マ
運
河
合

占
領
す
る
ら
乙
・
と
が
出
来
た
‘
の
で
あ
り
ま
す
が
汁
併
な
が
、
b

枇
が
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
、
英
の
資
本
金
は
一
一
一
億
市
内
総
i

谷
闘
が
之
を
裁
判
腕
す
る
乙
?
と
郎
服
務
で
ゐ
久
り
ま
し
℃

B

今
日
是
れ
は
ゴ

p

y
を
援
し
ま
し
て
チ
ァ
ク
"
ノ
ス
I
乙
ミ
オ
ク
ラ

は
局
外
中
立
地
と
し
℃
認
め
ら
れ
℃
、
各
闘
の
蹴
舶
は
白

J

乙
一
お
ふ
川
の
谷
聞
を
憾
ふ
て
パ
ナ
マ
比
出
る
、
延
長
は
七

ぬ
-
卒
等
に
遇
、
過
す
る
之
一
お
ふ
秘
利
佐
保
潟
し
℃
あ
る
、

v

十
五
キ
ロ
メ
ー
タ
ー
、
英
頃
の
計
塗
で
は
深
崎
、
U

は
入
米
突

赴
れ
が
錦
に
英
協
の
利
金
は
非
常
に
大
な
る
も
の
で
、
初
一
之
一
子
ム
乙
之
で
あ

biψ
仇
し
た
、
又
一
業
時
に
は
水
不
の
運
河

め
は
五
分
ぐ
ら
ゐ
の
配
常
で
わ
っ
た
が
、
今
は
一
制
五
分
三
を
掘
ら
う
之
一
お
ふ
計
書
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
資
際
ゃ
っ
.

時
t
乙
す
る
と
そ
れ
以
上
の
配
散
を
し
℃
居
る
、
通
過
机
れ
も
…
一
て
見
る
と
到
底
漁
定
の
経
費
で
開
撃
す
る
乙
J-
は
出
来
な

初
め
は
一
噸
に
付
℃
五
訟
で
わ
っ
た
が
今
で
は
八
法
年
比
一
一
い
、
殊
に
チ
ア
ク
リ
ノ
ス
と
一
試
P
A
川
が
腕
他
し
℃
印
刷
夕
、
ま
し

b

ま
で
引
上
げ
て
二
削
五
分
lι
云
ふ
大
な
る
配
常
乞
し
て
居
一
て
、
此
水
を
防
禦
す
る
乙
之
が
困
難
で
、
水
卒
の
述
、
河
を
織

る
の
で
わ
ム
ジ
ま
す
}
比
の
ス
エ
ズ
述
、
刈
の
成
功
が
、
次
に
一
る
乙
之
が
困
難
に
な
っ
て
来
て
、
レ
セ
ツ
プ
氏
の
怠
見
で

述
べ
ゃ
う
1

乙
す
る
パ
ナ
マ
述
河
の
動
機
1
乙
な
っ
た
ら
一
千
八
百
入
十
七
年
に
壊
を
設
・
け
℃
掘
る
f
乙
一
お
ふ
乙
と
に
な

パ
ナ
マ
運
河
の
経
肱
慌
を
始
ゅ
の
は
矢
採
り
レ
セ

y
プ
氏
'
M
b
ま
し
た
が
、
常
時
パ
ナ
マ
運
河
曾
枇
は
財
政
の
困
難
に

で
あ
1
9
合
、
す
]
レ
セ
ツ
プ
氏
、
が
千
八
百
七
十
九
年
に
於
℃
、
陥
つ
℃
、
千
八
百
入
十
九
年
に
レ
セ
ヅ
プ
氏
は
職
を
僻
し

}
也
監
の
地
弟
協
曾
に
疏
米
利
加
の
地
峡
bz
開
態
し
ゃ
う
よ
」
ゼ
事
業
を
中
止
し
た
る
鴻
に
出
来
上
っ
た
の
は
一
一
一
分
の
一

;

・

mw

云
ふ
一
提
言
を
致
し
詮
℃
、
地
事
協
命
日
、
が
乙
れ
に
付
℃
討
究
に
止
つ
℃
居
る
の
で
あ
よ
り
ま
す
、
常
時
レ
セ
ツ
プ
氏
は
ス

t拭

四
九
蕊



商
班
牙
f
乙
戦
争
し
℃
非
体
賓
を
収

b
h
サ
Y

ド
ヲ
キ
ツ
ナ
・
は
英
協
の
許
し
な
竣
だ
ず
し
℃
、
米
凶
M
V
ぴ
と
ら
で
之
乞

ア
イ
ラ
シ
ド
を
取
台
、
キ
ュ
バ
に
勢
力
-
を
仰
ば
し
、
盤
国
統
御
す
る
乙
・
と
が
出
来
る
、
米
側
、
が
以
と
り
で
事
業
を
起

に
勢
力
を
伸
ば
す
ー
と
一
式
P
A
乙
・
と
に
な
っ
℃
、
中
央
軍
米
利
す
乙
之
が
出
来
る
、
ロ
う
し
て
並
行
の
地
械
に
到
し
℃
は
米

加
に
運
河
を
切
開
い
て
)
盟
米
利
加
大
陸
の
西
海
岸
l
L
来
闘
が
防
禦
す
る
様
利
を
有
つ
℃
熔
J
G
、
取
米
凶
が
希
望
し

泌
山
停
止
の
聯
絡
な
完
λ
し
、
且
つ
東
洋
に
劉
す
る
自
分
の
一
℃
居
っ
た
所
の
パ
ナ
マ
運
河
を
中
立
地
械
に
な
す
ま
い
?
乙

勢
力
総
悶
を
披
採
す
る
に
は
、
軍
事
上
、
政
治
上

E
う
し
一
一
お
ふ
慾
沼
、
だ
け
は
充
す
乙
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ

b

℃
も
運
河
、
が
無
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
ー
に
一
で
さ
之
代
至
っ
て
、
一
ま
す
、
そ
れ
故
に
パ
ナ
マ
漣
純
一
か
出
来
る
之
中
立
地
1

乙
し

異
而
日
に
淀
川
.
事
業
bz
考
へ
る
や
う
に
な
っ
允
の
で
あ
λ
二
℃
笠
間
が
自
由
民
緩
行
す
る
乙
と
が
保
設
訪
れ
て
脳
る
の

ま
す
、
そ
と
で
千
八
百
九
ナ
年
ト
レ
三
官
有
除
人
の
技
師
を
一
で
あ
る
、
併
な
が
、
ら
共
他
の
駄
に
於
て
は
米
闘
は
英
凶
に

中
央
盟
米
一
利
加
に
採
し
℃
所
々
の
池
一
峡
に
付
〈
比
較
研
究
一
告
側
ヨ
れ
る
よ
守
山
乙
l
し
は
な
く
な
っ
た
、
そ
乙
で
又
米

を
し
た
、
其
の
研
究
の
結
果
.ρ

ナ
マ
が
一
議
良
い
と
一
お
ふ
一
凶
は
パ
ナ
?
に
威
し
℃
廃
る
司
倫
比
訟
之
倹
約
を
結
ん
で

乙
之
、
代
決
し
た
、
限
英
図
I
C
の
問
-K
結
ん
で
印
刷
る
倹
約
が
一
一
連
河
一
地
州
切
に
お
ず
る
米
一
凶
の
主
…
慨
を
確
一
ず
と
し
ゃ
う
と
し

防
・
容
を
す
る
か
ら
、
米
闘
が
や
る
に
し
て
も
之
を
収
除
け
一
た
が
、
羽
倫
比
政
が
之
比
一
致
し
な
か
っ
た
の
で
、
米
一
闘

な
く
ち
ゃ
な
ら
ね
之
忠
つ
℃
居
っ
た
け
れ

rも
英
樹
が
品
目
…
は
パ
ナ
マ
住
民
乞
煽
動
し
て
、
遂
に
一
校
暴
勤
ル
乙
判
鳩
山
、
d

せ

か
な
い
、
郎
、
が
天
な
る
哉
彼
の
市
阿
弗
利
加
の
英
図
の
殖
一
℃
、
獅
立
せ
し
め
℃
パ
ナ
マ
共
和
闘
を
治
っ
て
)
米
同
の

氏
の
器
勤
に
依
℃
、
川
町
ち
南
阿
戦
争
に
依
℃
英
闘
は
非
常
思
ム
議
ら
の
契
約

K
絡
ん
で
、
百
年
の
租
借
地
と
し
て
パ

代
苦
し
ん
で
尉
つ
允
、
共
山
加
に
来
ヒ
℃
訟
に
米
闘
が
目
的
ナ
マ
迩
洞
の
地
持
乞
譲
ι
リ
受
け
た
の
で
あ

b
弐
す
、
添
う

を
迷
し
℃
、
彼
の
陣
容
で
わ
っ
た
所
の
傑
約
を
改
め
ま
し
し
℃
米
側
は
管
水
ゅ
の
運
河
食
枇
の
株
右
四
千
民
法
で
譲
b

勝
て
、
出
う
し
て
中
央
軍
米
利
加
に
於
℃
間
態
す
べ
き
運
河
受
け
る
乙
l

乙
・
に
な
っ
た
の
で
あ

b
ま
ず
、
腕
、
が
此
の
漣
河

存

立

1

3

四
九
五

位

九

州

日

町

U

t

J

r

J

叫んピ…

r
E
E
E
E一
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g

一

、

一

蛾

帥
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潰

1

1

粉
エ
ズ
運
河
で
成
功
し
て
居
っ
た
の
で
、
パ
ナ
マ
運
河
命
日
批

f
」

も
必
ず
成
功
す
る
に
港
以
な
い
、
期
う
一
式
ふ
や
う
に

ν
セ

ヅ
プ
氏
を
信
用
し
た
潟
は
偽
岡
の
人
民
は
多
額
の
資
本
乞

之
に
投
と
て
熔
っ
た
、
併
な
が
ら
此
の
失
敗
に
依
℃
非
常

に
迷
惑
を
戚
ヒ
た
の
で
わ

b
ま
す
、
業
後
千
八
百
九
十
同

年
代
来
っ
て
‘
替
水
ゅ
の
運
河
合
枇
を
織
綴
す
る
銭
に
パ
ナ

?
運
河
合
一
枇
が
起
h'
ま
し
た
、
併
な
が
ら
是
れ
は
議
河
を

抑
制
る
よ
」
一
式
ふ
の
で
な
く
し
℃
、
抑
制
つ
℃
わ
る
だ
け
を
維
持

し
ゃ
う
、
又
機
舎
が
あ
っ
允
な
ら
ば
誕
の
桃
利
を
高
く
資

ムソ波
3
《
ノ
と
一
五
ム
一
の
投
機
的
の
合
抵
で
ゐ
っ
た
に
泌
ぎ

な
い
の
で
わ
る

1
3
2
%
ム
風
に
パ
ナ
マ
の
運
河
は
二
時

沙
汰
止
に
な
よ
り
ま
し
た
が
J

此
の
事
業
が
其
の
目
的
を
迭

し
な
か
っ
た
の
も
盟
米
利
加
が
衷
心
非
常
に
イ
シ
-
ブ
レ
ス

ト
を
布
つ
乙
-
と
に
な
っ
℃
か
ら
で
あ
λ

ソ
ま
す
、
強
米
利
加

入
も
・
中
央
斑
米
利
加

k
切
開
い
て
雨
洋
を
結
附
け
る
の
が

必
要
で
あ
る
之
信

b
c
m泊
っ
た
の
は
無
論
で
あ
ち
ま
し
℃

彼
の
レ
セ
ツ
プ
が
後
起
し
℃
パ
ナ
マ
に
混
河
を
開
撃
す
る

と
一
式
ふ
乙
、
と
に
な
っ
力
一
時
に
、
そ
れ
之
競
争
す
る
終
に
ニ

カ
ラ
ガ
に
運
河
を
掘
ら
う
1
乙一五

λ
の
で
一
一
カ
ラ
ガ
運
河
を
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四
九
四

'
後
起
し
た
、
け
れ
ど
も
強
米
利
加
政
府
は
時
々
れ
を
許
3
な

か
っ
た
、
ニ
カ
ク
ガ
は
パ
ナ
マ
に
比
べ
る
と
A
V
血
熱
闘
に
近

く
は
な
っ
て
居
る
が
、
中
々
距
維
は
長
じ
工
事
は
同
難
で

わ
る
、
の
み
な
ら
ず
並
米
利
加
が
此
運
河
乞
や
ら
う
と
云

p
m
乙
、
と
に
付
℃
の
一
つ
の
障
害
は
、
英
凶
1
r
m
m
米
利
加
の

間
代
総
ば
れ
た
僚
約
で
あ
る
、
そ
れ
は
若
し
中
央
政
米
利

加
に
運
河
間
態
じ
た
場
合
に
於
℃
も
其
の
通
行
は
自
由
で

な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
、
理
米
利
加
、
が
此
辺
川
例
代
謝
す
る
会
構

佐
振
る
乙
之
は
出
来
な
い
、
必
ず
英
闘
の
承
訟
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
之
云
ム
保
約
乞
結
ん
だ
の
で
あ

9
ま
す
、
デ

みの
ι
リ
立
す
か
ら
縦
し
米
闘
が
共
の
渡
河
乞
掘
っ
℃
も
そ
れ

、
代
謝
す
る
完
全
な
る
統
御
織
を
有
つ
℃
居
な
い
、
又
そ
れ

に
防
禦
工
事
を
施
す
乙
I
ζ

が
出
来
な
い
と
一
式
ふ
や
う
な
制

限
を
加
へ
、
b
れ
て
尉
っ
た
潟
に
、
米
闘
が
十
分
の
窓
気
組

を
以
て
掘
る
1

乙
一
式
ふ
乙
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
ゐ
り
ま

す
、
デ
わ
る
か
ら
競
争
者
と
し
℃
現
は
れ
た
所
の
ユ
カ
ラ

ガ
運
河
命
日
枇
は
間
も
な
く
解
散
3
れ
る
乙

tι
に
な
っ
た
の

で
あ
'
り
ま
す
、
腕
が
此
の
運
河
が
ど
う
し
℃
も
米
が
や

ら
な
く
ち
ゃ
な
、
b
ぬ
時
機
が
到
来
し
た
、
的
は
ち
米
闘
は

"d色
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議

b

J

賞
。

am

…-
K水
卒
代
掘
る
べ
き
か
)
援
を
設
け
て
掘
る
べ
b
d
h
p
L
云
ぺ
比
の
運
河
の
債
俗
を
定
め
る
に
は
)
此
の
漣
河
の
婚
に

ふ
と
と
に
付
℃
米
凶
の
技
師
成
は
政
治
家
の
間
比
一
大
府
議
世
界
の
航
路
が
如
何
な
る
方
面
に
短
縮
お
ふ
、
、
々
、
如
何

論
が
ゐ
つ
℃
中
々
一
決
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ

b
・2
す
が
1

b

な
る
方
一
間
に
最
も
利
鐙
で
あ
る
か
と
一
お
ふ
ζ
と
そ
考
へ
た

千
九
百
六
年
代
歪
つ
℃
米
闘
の
上
院
は
之
を
堰
を
一
設
け
℃
な
ら
ば
分
る
の
で
わ
か
ま
す
、
今
日
世
界
の
航
燃
は
、
色

掘
る
と
と
に
決
し
た
の
で
あ
ら
ま
す
、
経
費
は
一
億
一
一
一
千
一
?
の
ム
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
釣
し
℃
パ
ナ
マ
運
河
は
如
何
な

布
除
高
始
、
入
ク
年
ム
ハ
ク
月
の
時
日
、
郎
ち
千
九
百
十
四
了
。
関
係
乞
有
っ
か
之
一
千
《
之
、
第
一
に
市
川
出
米
利
加
を
何

年
ま
で
に
出
来
上
る
計
書
で
、
極
を
八
つ
ば
か

b
設
け
て
、
一
つ
℃
欧
燦
巴
及
び
涜
米
利
加
の
東
海
岸
ヤ
b
凶
海
岸
に
行

夫
の
一
番
高
い
所
は
海
磁
ど
抜
く
乙
・
と
入
十
五
脚
内
、
.
8
う
了
、
線
、
却
も
南
米
間
航
航
路
で
わ

b
ま
す
、
共
次
は
東
洋

一
千
ム
計
査
で
進
行
し
つ
〉
わ
る
の
で
あ
る
、
阪
が
近
来
一
は
一
線
で
も
欧
羅
巴
及
川
ω
強
米
一
利
-
加
の
東
海
浮
か
、
り
し
て
東
洋

諸
君
か
新
聞
紙
で
見
ら
れ
る
如
く
、
米
側
は
之
を
水
一
や
は
…
代
行
く
航
路
で
あ
ら
ま
す
、
英
次
は
濠
州
一
線
、
濠
山
州
は
詰

p

し
ゃ
う
と
一
五
ふ
考
へ
が
ゐ
る
か
の
や
う
に
見
え
る
、
ロ
ラ
人
ソ
欧
羅
巴
及
、
以
躍
米
利
加
の
東
海
岸
及
ぴ
商
海
浮
か
ら
濠

す
る
1

乙
到
混
一
億
や
そ
ζ
ら
で
は
足
ら
な
い
、

E
う
し
℃
洲
代
行
く
航
路
い
で
わ
A
Y
ま
す
、
南
米
間
航
総
代
付
て
之
営

も
五
億
は
が
P

る
、
併
な
が
ら
何
れ
に
し
℃
も
此
の
運
河
見
合
す
れ
ば
、
一
番
利
盆
を
有
つ
の
は
政
米
利
加
合
衆
闘

は
斑
米
利
加
の
政
治
上
、
軍
事
上
-
経
済
上
に
と
っ
て
無
の
東
海
岸
と
西
海
岸
で
わ

b
ま
す
、
今
日
東
西
雨
山
一
郎
の
勝

く
ち
ゃ
な
、
b
ね
の
で
あ
る
が
ゆ
、
出
来
る
比
は
港
以
な
い
い

4

絡
を
保
た
ヴ
Iι
す
れ
ば
南
米
の
?
ピ
ク
ン
海
峡
を
通
過
し

の
で
わ

b
ま
す
、
悲
し
比
の
運
河
が
出
来
上
っ
た
な
ら
ば
℃
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
共
の
距
離
は
非
常
に
長
い

如
何
な
る
影
響
堂
西
洋
の
海
運
上
代
有
つ
で
あ
ら
う
か
、
者
し
バ
ナ
マ
運
河
が
出
来
た
な
ら
ば
其
の
距
縦
は
僚
は
ye--R

又
延
い
て
日
本
ゐ
た
ち
に
謝
し
て
加
何
な
る
関
係
主
持
つ
短
縮
せ
ら
る
〉
の
で
わ

b
ま
す
、
例
を
引
い
℃
ゆ
す
な
ら

か
と
い
よ
乙
と
は
興
味
ゐ
る
問
題
で
あ

b
弐

す

。

ぼ

純

育

、

か

ら

ニ

ュ

ー

ォ

Y

レ
ア
ン
ス
を
通
つ
℃
府
米
の
知
明

一
利
の
潜
ま
で
行
く
に
は
少
な
く
も
二
高
四
千
町
一
わ
る
、
突
で
わ
る
か
ら
し
℃
智
利
の
市
の
方
が
境
に
な
っ
℃
北
に
進

中
で
五
六
千
町
一
は
短
縮
す
る
と
J-
一
が
出
来
る
の
で
わ

b
ま
め
ば
進
む
ほ
ど
欧
経
巴
が
ら
来
る
航
路
は
バ
ナ
?
を
通
っ

す
、
況
や
北
盟
米
利
加
の
東
海
山
一
停
止
西
海
岸
の
問
は
、
パ
・
た
方
が
近
く
な
る
、
印
も
知
有
利
の
市
を
境
界
と
し
℃
民
知
れ

ナ
マ
海
峡
の
銭
に
非
常
に
距
隊
を
省
略
3
れ
る
1
」
云
ふ
乙
る
の
で
わ

b
・2
す
、
そ
れ
か
ら
次
代
東
洋
線
で
あ

b
ま
す

と
は
例
佐
引
く
に
も
及
ば
な
い
、
会
問
b
m
m
米
利
加
の
今
日
一
が
、
欧
経
巴
わ
ら
は
日
本
わ
ら
北
崎
、
ま
で
は
パ
ナ
マ
レ
弘
通

の
東
西
一
雨
海
の
物
絡
は
、
彼
の
バ
ゼ
一
プ
シ
海
峡
を
通
過
す
つ
だ
方
が
距
雌
が
短
か
く
な
る
、
併
し
マ
ユ
夕
、
わ
ら
ず
つ

る
に
わ
ら
診
れ
ば
大
陸
を
鍬
滋
で
椅
ぎ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
よ
」
下
つ
℃
新
議
披
か
ら
簡
の
方
に
行
く
と
矢
張
替
の
航
路

ぬ
、
然
る
に
餓
滋
の
運
賃
は
非
常
に
高
い
、
デ
あ
る
が
ら
の
方
、
が
近
い
の
で
あ
ι
り
ま
す
、
了
皮
γ

ニ
ク
が
域
口
々
ら

今
日
に
於

3
ま
し
て
も
、
穀
物
の
や
う
な
腐
放
し
な
い
、
む
に
な
っ
℃
、
そ
れ
よ
A
Y

磁
の
方
に
行
け
ば
行
く
M
U
r
u
.
ハ

白
張
っ
て
い
述
貨
の
高
い
の
ど
蹴
ふ
も
の
は
、
時
日
偏
結
と
ナ
マ
の
勢
力
、
が
無
く
な
る
諜
で
ゐ
&
、
併
な
が
ら
日
本
『
乙

一
五
ふ
と
と
に
除

b
重
b
d
-
K
姶
わ
ぬ
限
ι
リ
は
机
前
加
を
以
℃
北
清
の
距
附
併
は
非
常
に
短
縮
お
れ
ま
す
か
ら
、
日
本
に
t
乙

一Y

ゼ
ク
ン
海
峡
を
阿
は
る
、
で
わ
ゆ
心
か
ら
北
辺
米
利
加
の
っ
て
は
パ
ナ
マ
運
河
は
斑
米
利
加
の
東
海
岸
I
乙
の
交
通
上

東
海
岸

-t凶
海
岸
の
交
通
は
、
パ
ナ
マ
運
河
が
出
来
た
な
‘
有
力
な
る
勢
力
を
有
つ
乙
と
に
な
る
の
で
あ
'
り
ま
せ
う
、

ら
ば
、
般
に
依
る
も
の
が
非
常
に
多
く
な
っ

τ蛾
議
に
依
そ
れ
か
ら
欧
経
巴
と
盟
米
利
加
の
関
係
は
、
ど
う
か
t
ζ

一式ふ

る
も
の
が
少
な
く
な
る
に
議
び
な
い
の
で
あ

b
ま
す
、
そ
f
c
是
れ
は
ス
エ
ズ
の
方
が
近
い
の
で
あ

b
設
す
、
併
な
が

れ
で
欧
E

繰
巴
ー
に
南
米
と
の
関
係
は

y
・5
で
わ
る
か
と
云
へ
ら
荷
物
の
都
合
で
欧
線
巴
か
ら
東
洋
代
来
た
航
、
が
、
東
洋

刊
日
仏
、
印
ち
リ
ノ
パ
プ

1
Y
を
地
鮎
1

乙
し
℃
尚
・
し
立
す
れ
ば
・
、
か
ら
ほ
ん
¥
欧
探
巴
へ
締
ら
ず
し
℃
、
太
卒
洋
右
絞
づ
℃
令

智
利
の
市
の
方
の
潜
に
行
く
に
は
マ
ゼ
フ
ン
海
峡
を
述
、
過
衆
国
の
西
海
岸
、
或
は
智
利
代
行
つ
℃
智
利
硝
石
を
絞
れ
U

す
る
も
、
パ
ナ
マ
を
泌
渇
す
る
も
大
し
た
匙
び
は
な
い
、
之
が
、
カ
リ
ホ

Y

ユ
ヤ
へ
行
つ
℃
牒
涼
物
を
積
む

Iι
か
し

川被

k

凶
九
七
、
‘

-

-

-
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議

演

J
l
バ
ナ
?
を
経
℃
欧
緩
巴
へ
鯖
る
よ
」
云

λ
舶
が
出
来
る
で

λ
y
ま
す
、
デ
あ
る
か
ら
其
問
の
交
通
は
刊
と
う
一
五

λ
に
綾
制
限

ゐ
b
ま
せ
う
、
其
次
代
は
濠
洲
線
で
あ
る
ー
是
れ
は
如
何
す
る
か
み
市
し
ま
す
と
も
乙
れ
は
荷
物
的
工
A
U
で
め
ち
ま

な
る
関
係
乞
引
っ
か
1
乙
一
お
ふ
と
、
パ
ナ
マ
を
経
由
し
て
ユ
す
、
そ
れ
で
距
離
は
今
申
し
た
ゃ
う
で
ゐ
る
け
れ

rも、

一A
l
p
-
ラ
ン
ド
、
涼
洲
ま
で
は
パ
ナ
マ
の
勢
力
総
闘
に
)
其
上
に
倫
は
運
河
の
影
響
を
判
断
す
る
に
必
要
な
の
は
、

な
る
、
此
の
線
路
は
パ
ナ
マ
、
が
無
い
時
分
に
は
な
か
っ
た
一
パ
ナ
マ
漣
河
は

E
れ
だ
け
通
過
料
を
徴
収
す
る
か
、
・
通
泌

け
れ
ど
も
、
出
来
た
な
ら
ば
北
政
米
利
加
の
東
海
岸
及
び
一
料
が
高
け
れ
ば
茶
の
勢
力
総
閣
が
滅
と
ま
す
、
通
治
料
が

駄
絡
む
か
ら
パ
ナ
マ
を
経
℃
ニ
ュ
ー
ジ

l
フ
シ
ド
、
濠
洲
一
無
け
れ
ば
備
は
殖
え
る
、
早
く
申
せ
ば
ス
エ
ズ
の
一
噸
八

へ
行
く
線
路
が
出
来
る
に
議
び
な
い
、
州
都
育
を
起
鮎
と
し
一
一
法
五
十
よ
ら
安
け
れ
ば
、

A
1
の
距
離
よ
り
も
少
し
ス
品
ズ

℃
山
中
し
設
す
t
乙
パ
ナ
?
を
誠
一
℃
ウ
ノ
品
り
ン
ト
ン

bz
泌
つ

τ
一
の
領
分
に
喰
込
ん
で
バ
ナ
マ
の
純
凶
乞
仲
す
と
と
が
出
来

シ
ド
ニ
ー
へ
行
く
航
路
は
さ
議

Z
同
は
る
よ
ら
一
一
一
千
入
一
る
、
詩
人
ツ
通
過
料
の
高
い
と
交
い
と
に
依
℃
勢
力
総
閣
が

百
哩
ほ
ど
近
く
な
る
、
デ
わ
る
か
ら
此
間
は
交
通
は
パ
ナ
一
決
す
る
乙
と
に
な
る
の
で
あ

b
ま
す
。

?
に
依
る
に
議
び
な
い
の
で
ゐ
ι
リ
ま
す
、
併
な
が
ら
欧
一
縦
一
も
う
一
ハ
ノ
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
の
は
寄
航
地
の
関
係

巴
と
添
洲
の
聞
は
大
に
趣
う
を
異
に
し
て
居
る
、
日
二

i
て
で
わ
る
、
ド
此
賂
は
パ
ナ
マ
が
不
利
盆
の
地
位
に
立
つ
℃
居

ジ
!
ラ
ン
ド
ま
で
は
ス
旦
ズ
ぞ
通
る
よ
λ

ツ
バ
ナ
マ
の
方
が
一
る
、
乙
れ
は
多
く
太
洋
を
航
泌
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
欧

近
い
、
ク
バ
プ

l
y
を
起
知
之
致
し
没
す
れ
ば
パ
ナ
ア
乞
一
線
巴
か
ら
バ
ナ
マ
ま
で
、
叉
パ
ナ
?
か
ら
一
様
洲
、
ま
勺
の
間

経
た
方
、
が
千
六
百
七
十
六
開
ほ

r一
知
か
く
な
る
、
併
な
が
に
は
容
航
す
る
所
が
少
な
い
、
是
れ
は
パ
ナ
γ

運
河
の
放

ら
濠
洲
に
な
る
と
ス
旦
ズ
を
泌
過
し
て
も
バ
ナ
?
を
通
過
カ
を
少
な
か
ら
し
り
る
派
閥
之
な
る
、
ス
品
。
ス
を
経
過
す

し
で
も
大
し
た
逃
び
は
な
い
、
の
み
な
ら
ず
茶
の
一
山
に
な
'
る
欧
亜
の
交
通
加
は
、
欧
線
巴
を
殺
し
、
ス
品
‘
ズ
を
渇
絞

れ
ば
西
に
な
る
ほ

E
ス
エ
ズ
の
方
が
利
盆
に
な
る
の
で
占
の
し
て
、
ロ
う
し
℃
彼
の
宮
淑
之
総
せ
ら
る
〉
印
皮
か
ら
新

(88) 

嘉
披
南
洋
諸
島
、
マ
ニ
フ
附
起
の
中
総
泌
を
絞
℃
東
洋
に

や
っ
℃
来
る
、
英
悶
の
貨
物
の
結
仰
は
貸
は
激
し
い
、
日

本
か
ら
歌
緑
巴
へ
行
く
般
で
も
、
貨
物
は
多
〈
香
港
か

ら
新
嘉
攻
、
ま
で
に
一
杯
に
な
る
)
日
本
か
ら
般
一
一
杯
に

な
る
1
2
X
ム
乙
之
は
な
い
、
ヨ
う
一
訳
、
ふ
風
に
貨
物
の
供
給

上
有
力
な
る
谷
泌
地
を
有
っ
て
見
る
'
と
一
五
、
ム
乙
と
は
λ

主

ズ
運
河
の
パ
ナ
マ
運
河
よ
A
Y
利
盆
の
あ
る
貼
で
あ

b
ま
す

デ
わ
る
か
ら
し
℃
通
過
料
の
関
係

1
符
裕
地
の
関
係
乞
仰
加

減
す
る
ζ
'
と
は
わ
b
A
V
A

せ
ね
ー
併
し
加
は
此
外
に
貨
物
の

積
A
W
品
に
の
工
A
V
l
乙
一
五
、
ム
乙
之
が
あ
ち
ま
す
か
ら
し
℃
、
山
延

期
航
海
で
な
い
限
ち
は
バ
ナ
マ
運
河
の
出
来
た
郊
に
、
今

日
ー
ま
で
に
於
て
は
東
洋
ヘ
ホ
小
ゼ
歌
経
巴
へ
引
返
し
た
の

が
、
東
洋
の
貨
物
乞
亜
米
別
加
へ
持
つ
℃
行
っ
て
、
渡
米

利
加
の
貨
物
乞
断
続
む
に
持
つ
℃
行
く
枇
界
一
向
航
路
と

一
五
ふ
や
う
な
も
の
が
出
来
る
の
み
な
ら
ず
、
長
他
の
航
路
…

に
於
う
ま
し
で
も
太
平
洋
I
乙
太
西
洋
が
聯
絡
し
た
郊
に
貨

物
舶
に
I
乙
つ
℃
は
利
議
に
な
る
乙
之
が
多
い
の
で
わ
A

りを一

4

0
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備
は
最
後
に
パ
ナ
マ
漣
例
が
令
衆
闘
に
封
じ
℃
如
何
な

h 

、

、
-、、

i 
匂

、、

同
制
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L札
M
t
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U
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J
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治主

る
影
響
を
有
っ
て
居
る
か

Iι
云
ふ
問
題
で
わ

b
ま
す
、
向

h-JA官
衆
闘
は
銭
惑
で
も
つ
℃
其
の
後
述
を
闘
っ
た
、
東
西

の
総
隣
の
聯
絡
、
其
他
政
治
上
、
軍
事
上
の
聯
絡
を
餓
滋

に
依
つ
℃
居
っ
た
、
バ
ナ
マ
迩
測
が
出
来
泊
以
前
に
於
て

は
船
舶
を
以
℃
聯
絡
を
取
る
乙
と
は
出
来
な
か
っ
た
)
A
W

来
凶
が
按
諮
し
た
の
は
鋭
道
の
お
蔭
で
あ
る
、
現
に
間
五

十
年
・
の
聞
に
わ
れ
だ
け
の
扱
述
佐
川
劫
し
符
た
、
倣
逃
が
無

か
っ
た
な
ら
ば
殺
達
し
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
、

M
M
米

利
加
の
リ
か
な
ら
ず
日
本
も
ロ
う
で
み
の
λ

リ
ま
す
が
、
併
な
が

ら
海
運
を
利
用
し
た
銭
に
後
述
し
た
の
ぢ
ゃ
な
い
、
そ
れ

で
現
に
後
述
は
し
℃
居
る
付
れ

rも
船
舶
の
交
通
、
が
出
来

な
か
っ
た
潟
に
誕
の
後
越
を
鈴
ほ

r総
滞
出
し
℃
印
刷
る
、

共
の
影
響
乞
被
っ
て
居
る
の
が
東
海
岸
に
於
け
る
工
業
地

1

乙
留
に
在
つ
て
は
カ
リ
ノ
ホ

Y

ユ
ア
に
於
け
る
農
業
で
ゐ
つ

℃
其
の
生
産
物
を
各
闘
に
東
出
す
こ
'
と
が
出
来
な
か
っ
た

の
は
海
運
の
聯
絡
が
な
い
fc
一
お
ふ
乙
之
が
大
な
る
原
闘
に

な
っ
℃
印
刷
る
、
例
へ
ば
カ
タ
ホ

Y

一
一
ア
の
穀
物
に
し
て
も

野
集
に
し
ま
し
℃
も
若
し
般
で
持
つ
℃
行
く
乙
之
が
出
来

る
な
ら
ば
欧
経
巴
へ
も
販
路
を
強
張
す
る
乙
I
C
が
出
来
た

叶

M
J
v
'む

sb

nFト
J
ノ
4
ノ
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の
で
わ
る
け
れ
w
と
も
、
銭
惑
を
経
由
し
℃
持
っ
て
行
か
な
係
乞
有
つ
℃
行
く
だ
ら
う
之
応
)
べ
詰
b
u
本
人
が
深
山

け
れ
ば
か

;ο
運
賃
が
高
い
そ
れ
で
は
引
会
は
ね
か
ら
?
強
米
利
加
へ
行
(
の
は
百
婚
を
す
る
の
が
で
殺
の
球
一
み
で

八
ゼ
ラ
シ
・
海
峡

k
経
℃
欧
緑
巴
に
な
っ
℃
居
る
、
或
は
北
辺
あ
る
、
叉
ぞ
れ
が
一
設
定
い
の
で
わ
る
、
或
は
俄
滋
工
夫

米
利
加
の
東
海
洋
代
行
く
貨
物
は
運
賃
を
支
く
し
℃
居
る
、
に
な
る
も
の
も
随
分
あ
る
け
れ

rも
、
土
地
位
耕
す
る
か

そ
れ
で
も
ま
だ
高
く
℃
漣
貨
を
計
算
し
℃
見
て
?
ぎ
y
y

一
端
殉
一
を
摘
h
u
と
か
に
非
常
に
問
わ
ら
れ
℃
印
刷
る
、
此
間
隙

泌
峡
を
同
っ
て
行
〈
舶
に
絞
ん
で
居
る
、
所
が
パ
ナ
マ
に
一
つ
℃
来
-bれ
た
高
橋
先
生
の
郊
に
依
℃
見
で
も
牛
島

ι一五

近
単
一
が
出
来
た
以
上
は
之
に
割
抗
し
℃
餓
滋
り
運
賃
を
低
で
ム
人
の
如

3
は
桑
港
で
ポ
ア
ト
キ
ン
グ
と
一
一
一
日
は
れ
て
忠

誠
す
♂
1

乙
一
試
ム
乙
と
は
到
底
出
来
ね
の
で
ゐ
る
か
、
b
今
日
一
る
、
兵
他
プ
V

ス
ノ
の
術
油
開
な

E
は
仏
m
E
日
本
の
移
民
の

銭
滋
に
依
A
Y
つ
E

わ
る
貨
物
の
大
部
分
、
腐
敗
の
成
れ
の
で
か
で
摘
ん
で

mm
る
、
前
詐
人
は
手
が
不
器
用
で
め
る
し
、
e

な
い
、
時
日
の
肢
・
い
乙
・
と
を
必
要
と
し
な
い
貨
物
は
バ
ナ
わ
〉
一
五
ム
若
い
併
で
術
特
を
悩
h
u
I
乙一訳、
r
m
ゃ
う
な
乙
と
は

令
マ
を
通
過
す
る
に
貰
び
な
い
、
バ
ナ
マ
配
紅
白
し
℃
行
く
出
来
な
い
、
英
他
ポ
ア
ト
ー
を
作
る
所
は
滋
誌
の
多
い
所

と
一
お
ふ
ヲ
し
と
は
北
斑
米
利
加
商
海
岸

3

の
・
後
述
I

乙一去、
P
A
意
味
で
ゐ
っ
て
、
日
本
人
は
半
生
水
仰
の
多
い
所
に
ほ
泊
る
か
ら

か
μ

有
つ
℃
居
る
、
商
海
岸
は
工
業
地
で
な
い
農
業
地
で
ゐ
よ
く
之
次
縫
え
る
が
?
隊
総
巴
人
に
は
熱
病
・
伏
線
る
者
が

る
が
交
泌
が
不
伎
で
わ
る
終
に
扱
迩
し
な
い
の
で
あ
る
、
多
い
、
デ
わ
る
か
ら
政
米
利
加
の
西
海
岸
の
農
業
f
乙
け
本

若
し
此
の
聯
絡
が
出
来
た
な
ら
ば
従
っ
て
未
墾
地
も
開
拓
の
移
民
t
仁
一
五
、
ふ
も
の
は
到
底
蹴
る
べ
か
ら
診
る
も
の
で
わ

潰
れ
る
、
又
深
山
ゐ
る
ぬ
鈴
諮
稲
荷
、
姿
と
い
ふ
や
う
な
っ
℃
、
西
海
岸
の
段
菜
、
が
後
述
す
れ
ば
す
る
ほ

E
日
本
の

も
の
も
欧
続
出
に
ま
で
喰
込
ん
で
行
く
乙
と
が
出
来
る
、
移
民
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
乙
之
に
な
ら
ラ
之
一
一
日
つ
℃

然
ら
ば
日
本
は
如
何
な
る
闘
係
を
布
っ
か
と
一
五

λ
之
、
是
活
歩
合
す
、
叉
誕
の
時
分
に
高
精
先
生
が
ふ
一
一
口
は
れ
℃
溺
つ

れ
は
今
日
吾
々
の
問
題
に
な
っ
℃
居
る
移
民
問
題
に
大
関
た
が
取
米
利
加
の
絞
憐
は
八
年
裁
は
十
年
訟
に
高
低
す
る

-J 3
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1Jl
一
番
低
い
極
駄
に
越
し
て
居
る
、
故
に
も
う
六
七
年
が
非
常
代
米
国
に
行
っ
た
と
云
ふ
乙
fc
で
ゐ
る
、
移
民
が

純
っ
た
な
ら
ば
綬
係
国
介
が
よ
く
な
っ
℃
事
業
が
後
述
し
従
非
常
に
行
っ
た
潟
に
、
旅
客
乞
載
せ
て
行
く
に
は
絡
が
必

っ
て
日
本
の
移
民
営
必
要
止
す
る
で
ゐ
、
り
う
、
期
う
云
ふ
要
で
あ
る
、
ぞ
れ
放
に
彼
地
に
は
一
市
内
噸
二
市
内
岐
ト
ト
一
バ
レ

ζ
と
七
三
一
一
"
は
れ
た
、
そ
れ
は
お
と
ノ
で
ゐ

b
ま
せ
う
ー
所
一
m
j
仙
仰
が
多
い
、
今
H
H
で
は
三
宮
内
一
噸
以
上
、
一
一
一
均
一
一
十
一
切

ι一万

是
れ
が
パ
ナ
マ
の
運
河
に
私
の
見
る
所
と
偶
然
に
も
一
竺

λ
や
う
な
加
が
出
来
た
、
ヨ
ラ
一
五
人
大

3
1加
は
何
の
符

J
1
る
と

i
k見
出
す
の
で
あ
り
ま
ず
、
ゃ
れ
は
千
九
百
六
一
代
出
来
た
か
t

と
一
マ
ム
之
深
山
の
人
が
行
く
か
、
り
で
の
β
ト

今
、
代
型
」
し
℃
千
九
百
十
印
紙
ー
に
は
太
西
洋
J

乙大一

2
7一
統
計
に
依
る
と
多
い
時
代
は
欧
緑
川
〕
の
仲
良
の
数
が
百
認

の
勝
絡
が
出
来
る
、
そ
れ
が
聯
絡
注
れ
る
1

乙
臨
海
岸
の
農
一
…
以
上
代
議
し
て
間
的
る
、
然
、
勺
ば
行
っ
た
人
は
も
主
べ
一
憾
で

業
は
長
足
の
進
歩
を
品
必
ず
に
惑
び
な
い
、
農
業
が
常
連
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